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　　　１０月を迎えるにあたって

　「暑さ寒さも彼岸まで」といわれるとおり、秋分の日以来、朝夕は本当に冷え込むようになりました。
皆様はいかがお過ごしでしょうか？
　秋は「読書の秋」「スポーツの秋」「食欲の秋」などと呼ばれ、何をするにもやりやすい季節です。今
月の社報では「読書の秋」にちなんで、皆さんと本を読み学びたいと思います。稲盛和夫著『ど真剣に生
きる』の第2章【挫折だらけの青春】をご紹介したいと思います。

　　汚い寮にいるから、気分も落ち込むんだ。研究室で実験漬けの暮らしをしよう。厳しい環境から
　　逃げずに逆にそこに自分を追い込もう。私は、鍋、釜、七輪などの自炊道具を研究室に持ち込ん
　　で泊り込み、朝から深夜まで研究に心血を注いだのです。すると、不思議なことに、すばらしい
　　実験結果が出るようになったのです。そうなると仕事が面白くなってきます。不平不満をこぼし
　　ている暇もなく努力すること自体が快感になってきます。上司にも褒められます。ますますやる
　　気が出て、さらに努力を重ねます。またいい結果が出ます。一人残されて心の持ちようを変えた
　　瞬間、私の人生は転機を迎え、自然と『よき循環』が生まれたようです。それは、私の運命が明
　　るく好転し始めた、人生の大きな節目でした。研究に打ち込むことが、私を全ての憂いや悩みか
　　ら解放し、心を明るくしてくれ、さらには『人生の歯車』まで順回転させてくれたように思いま
　　す。私がもし、いい会社に転職できていたら不平不満を言いながら、つまらない人生を歩いてい
　　たかもしれません。また、恵まれた環境の中で仕事をしていたなら、何もかもかなぐり捨てて研
　　究に没頭することなど出来なかったことでしょう。私自身、逃げ場所があり、恵まれた環境にあ
　　ろうとも、誰にも負けない努力を自らに強いることが出来るほど、強い男ではありません。逆境
　　に置かれたことで、幸いにもセラミックスの研究への情熱に火をつけることが出来たのです。神　　
　　様があの苦しい状況を私に与えてくださったのは、今となれば本当にありがたいことだったと感　　
　　謝しています。
　　　近年、やりたい仕事、好きな仕事が見つからないと悩む若者たちが増えていると聞きます。仕
　　事は最初から面白いものではありえないし、好きな仕事に就けることなどそうあるものではあり
　　ません。いま目の前にある仕事を、自分から好きになる努力をしなければ、仕事の面白さなど永
　　遠にわからないでしょう。人生は長丁場です。人は何十年も実社会で生きていかなければなりま
　　せん。だからこそ、社会に出て就いた仕事に惚れ込むことが大切です。仕事が好きになれば、工
　　夫と努力を続ける力がわいてきます。また倦まず創意工夫を重ね、弛まず努力を続けていけば、
　　名人・達人と呼ばれるレベルに到達することも可能となるのです。

　テレビの番組報道によると仕事が面白くない、上司や先輩がダメだ、人の指示を受けたくない等々最近
の若者の５０%はそのようなことで正規雇用者にならずニートのような生活を送っているそうです。自分
たちを振り返ってみたときも決してそうではなかったとは言い切れません。しかし、長い間仕事を続けて
きて言えることは、まずは一つの仕事を続けてきて良かったことと、自分自身の考えや行動を正しい方向
へ向けてくれた先輩やお客さん・師と出会えたことだと考えています。私の未熟ゆえ皆様にご迷惑をお掛
けすることも多くいろいろな思いをさせていることも事実ですが、一緒に勉強し悩み・苦しんだ上ででも
良かったなといえる会社を築きたく考えております。


